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1 は じ め に

八郎潟千拓地の輪換水田では,輪換年次の経過に伴い ,

水稲の生育や窒素吸収量が大きく異なる2)。 そのため 輪
換水田において合理的糊 巴により安定収量を得るためには,

輪換水田土壌の特徴を考慮した水稲の生育栄養診断が必要

になる。ここでは,第 1報で報告した水稲生育栄養診断シ

ステムの実際場面での適用効果を検討した結果を報告する。

2試 験 方 法

0)試験年次 : 1988年
12)試験圃場 : 秋田農試人潟農場内のダイズ栽培後の

輪換 3年目圃場 (細粒強グライ土)

3)有機物 : 生わらの春鋤込み
14)供試品種 : あきたこまち

6)目標収量 : 660ルク/10α
G)診断区 : 基肥窒素量N-0,2,4,6ル タ/10α

(燐酸P2057た,,加里K202ん夕共通)の各区ごとに ,

診断区を設け生育診断システムを適用して追肥した。

3試 験 結 果

は)日標生育及び窒素吸収量の設定
1986年 ,1987年に行った基肥量及び時期別追肥試験の結

果から,収量660ん夕/10α を得るための目標生育量及び窒

素吸収量を検討した。その結果,平年 ll・の気象条件下で収

量660た,/10α を得るための目標生育量及び窒素吸収量を ,

表 1の ようにまとめ,プログラムに組み入れた。

0)生育診断システムの適用
表 2には,生育診断システムによる診断結果を示した。

基肥窒素量が慣行量 (N-4ん夕/10α )よ り少ないN-0,

N-2″区では4回の診断時期ごとに合計N-78ん夕/10
α,72カ/10aの追肥を布jっ た。一方,初期の窒素吸収

量が目標値を上回ったN-6ルク区については,生育抑制剤

(セ リタード)を施用した。
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表 1 収量 6600のための日標生育量及び窒素吸収量
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図 1に は目標窒素吸収量及び各診断区における窒素吸収

量の推移を示した。各基肥区とも,診断区における窒素吸

収量は幼穂形成期まではほぼ目標値を推移した。しかし,

それ以降穂揃期にかけては,各区とも目標値からはずれる

傾向がみられた。その原因としては,生育時期が進むにつ

れて診断値 (草丈×茎数×葉緑素計値)に よる窒素吸収量

の推定値の幅が大きくなること,プログラムに設定した追

肥窒素の利用率 (50%)が実際値より低いことなどが考え

られる。

れて根域が拡大し肥料の吸収範囲が広がること,稲わら鋤

込み条件下で関矢・志賀りによる施肥竃素の有機化・再無

機化のターンオーバーの可能性があること,更に前田0に

よるプライミング・エフェクトの可能性などが考えられる。

●)生育診断システムの適用と収量
図 2には各基肥区と診断区における収量と総籾数を示し

た。追肥量が多かった基lEN-0,N-2ルタの診断区では,
総籾数が日標総籾数 (36～ 40千粒/17F)を各々8,11%上

回った。各診断区の収量は620～ 690カ /10α であり,日

標収量660カ /10α に対して,-6～ +4%の範囲にあっ

=t。
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図 2 生育診断の適用と総籾数及び収量

4 ま  と  め

輪換 3年目水田において水稲生育栄養診断法と土壌窒素

無機化推定法を組合せた生育栄養診断システムによる栽培

実証試験を行った。その結果,得 られた収量は,日標収量

(660カタ/10α )に対して-6～ +4%の範囲にあった。
今後,更に精度の向上を図るためには,施肥窒素利用率な

どの検討が必要である。
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図 1 窒素吸収量の推移

0)施肥窒素利用率の検討
表 3には深山1)の方法にしたがつて求めた差引法による

施肥窒素の利用率を示した。基肥窒素の利用率は50～60%,

追肥窒素の利用率は20～ 140%で ,生育後半で高かった。

特に,生育後半の追肥窒素の利用率は深山が中粗粒強グラ

イ土で求めた値 (60～ 70%)に比べてかなり高かった。そ

の理由としては,八郎潟千拓地 11壌は塩基交換容量が40mc

/1111,と大きく肥料吸着力が強いこと,生育が進むにつ

表 3 差弓1法による施肥窒素の利用率 (%)
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